
さ
れ
る
区
域
及
び
大
井
浄
水

場
か
ら
配
水
さ
れ
る
区
域
に

つ
い
て
、
旧
行
政
界
を
境
と

す
る
区
域
か
ら
東
武
東
上
線

を
境
と
す
る
区
域
へ
の
再
編

事
業
を
今
後
進
め
て
い
く
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の

支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

入
所
前
の
ま
ち
で 

 

手
続
き
を
一
本
化

問　
条
例
改
正
の
内
容
は
。

答　
住
所
地
特
例
の
対
象
者

の
要
件
に
介
護
保
険
施
設
等

に
入
所
し
て
い
る
者
を
加
え

る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ

り
、
入
所
前
の
市
町
村
が
重

度
心
身
障
害
者
医
療
費
を
支

給
す
る
扱
い
と
な
る
。

問　
改
正
の
効
果
は
。

答　
介
護
保
険
施
設
等
の
施

設
が
あ
る
自
治
体
の
財
政
負

担
が
是
正
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
と
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
手
続
き
を
行
う
自
治
体
が

一
本
化
さ
れ
る
こ
と
で
受
給

者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

歳
入　
市
税
の
動
向

問　
現
年
課
税
分
の
減
額
要

因
は
。

答　

個
人
市
民
税
は
、
直

近
の
経
済
動
向
、
人
口
推

移
の
ほ
か
、
賃
上
げ
等
の

雇
用
環
境
の
改
善
な
ど
に

よ
る
納
税
義
務
者
と
所
得

割
の
増
額
要
因
が
上
回

り
、
約
１
億
７
千
万
円
の
増

加
を
見
込
ん
で
い
た
。
し

か
し
、
定
額
減
税
に
よ
る

減
収
分
約
４
億
７
千
万
円

を
考
慮
し
、
最
終
的
に
約

２
億
９
６
０
０
万
円
減
額
を

見
込
ん
だ
。

　
法
人
市
民
税
は
、
経
済
成

長
に
伴
う
企
業
収
益
の
伸
び

が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

約
８
２
０
０
万
円
の
増
額
を

見
込
ん
だ
。

　
固
定
資
産
税
は
、
土
地
の

負
担
調
整
措
置
に
よ
り
約

９
３
０
０
万
円
の
増
額
と
な

る
も
の
の
、
家
屋
及
び
償
却

資
産
の
減
価
償
却
に
よ
る
減

額
に
よ
り
、
約
９
０
０
万
円

の
増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。

令
和
６
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

災
害
等
に
強
い
水
道

問　
事
業
の
現
状
は
。

答　
本
市
の
水
道
は
、
福
岡

浄
水
場
及
び
大
井
浄
水
場
に

お
い
て
、
県
水
と
井
戸
水
を

合
わ
せ
て
配
水
し
て
い
る
。

　
令
和
６
年
度
に
福
岡
浄
水

場
と
大
井
浄
水
場
の
耐
震
化

対
策
事
業
が
お
お
む
ね
完
了

す
る
。

　
な
お
、
自
然
災
害
等
に
備

え
、
浄
水
場
及
び
水
源
井
戸

の
施
設
改
良
や
機
械
設
備
部

分
の
老
朽
化
対
策
等
の
事
業

を
引
き
続
き
行
う
。

　
ま
た
、
耐
震
強
度
に
劣
る

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
老
朽
管

更
新
事
業
と
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ

ン
グ
事
業
を
現
在
も
最
優
先

で
進
め
て
い
る
。

問　
今
後
の
対
応
は
。

答　
福
岡
浄
水
場
か
ら
配
水

　
　
人
が
つ
な
が
る

　
　
人
が
つ
な
が
る

　
　
　
豊
か
で
住
み
続
け
た
い
ま
ち
へ

　
　
　
豊
か
で
住
み
続
け
た
い
ま
ち
へ

◆
施
政
方
針
に
対
す
る
質
疑

青
　
藍
　
会
　
山
田
　
敏
夫 

議
員

公
　
明
　
党
　
川
畑
　
京
子 

議
員

日
本
共
産
党
　
塚
越
　
洋
一 
議
員

会
派
外
の
議
員
　
近
藤
　
善
則 
議
員

◆
議
案
に
対
す
る
総
括
質
疑

青
　
藍
　
会
　
加
藤
　
恵
一 

議
員

公
　
明
　
党
　
古
越
　
孝
子 

議
員

日
本
共
産
党
　
塚
越
　
洋
一 

議
員

会
派
外
の
議
員
　
民
部
　
佳
代 

議
員

令和６年度
一般会計予算　470億7038万円
 収入  主なもの   支出　
市税
171億2713万円 前年度比

2億3230万円減

人件費
  65億9476万円 前年度比

3億2409万円増所得・土地・家屋・たばこ等
に対する税

職員の給与など

地方消費税交付金
  23億6300万円 前年度比

1億2200万円減

扶助費
135億291万円 前年度比

9億1241万円増消費税の市への割り当て分 生活援助に要する経費

地方交付税
  49億円 前年度比

3億円増

公債費
  45億4879万円 前年度比

5883万円増国からもらうお金 借入れの返済

繰入金
  49億5733万円 前年度比

5億3260万円減

普通建設事業費
  49億4305万円 前年度比

32億3579万円減基金からの繰入れ 建設に関する費用

建設等に係る事業債
  24億2620万円 前年度比

13億9400万円減

積立金
    1億5732万円 前年度比

739万円増建設に関する借入れ 基金などに積み立てる費用

（１万円未満切捨て）

前年度比
8億540万円減

令
和
６
年

令
和
６
年  

第
１
回
定
例
会

第
１
回
定
例
会
２ 
  26

３ 
  21

　
令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
で
は
、
令
和
６
年
度
一
般

会
計
予
算
、
各
特
別
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
水
道
事
業

給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
、
市
長
提
出

議
案
28
件
及
び
委
員
会
提
出
議
案
１
件
が
全
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
市
立
公
民
館
条
例
の
廃
止
に
対
す
る
附
帯

決
議
の
動
議
は
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
公
民
館
に
関
す
る
請
願
が
１
件
提
出
さ
れ
、
審
議
の

結
果
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

公民館を遊び倒す公民館を遊び倒す

公民館を廃止しない
ことを求める請願

請　願
不採択不採択

　公民館条例の廃止を見送り、上福岡西公民館
を社会教育施設として存続させることを求める
請願が市民から提出されました。
　総務・教育常任委員会で請願者の説明を受け
審議しましたが、本会議で賛成少数で不採択と
なりました。

 主な賛成意見 
　社会教育は学校教育以外の場であらゆる世代
の学習権を保障するもの。公民館という建物が
あり、組織体制があり、専任の職員が配置され、
初めてその機能を果たすことができる。

 主な反対意見 
　上福岡西公民館は、文化施設であるステラ・
ウェストなどと同様に社会教育を含めた生涯学
習事業が実施される。より使い勝手が良い多角
的な活動に利用される施設へと転換していくの
が望ましい。

ふじみ野市議会だより第 73号〔2024年 3月定例会〕ふじみ野市議会だより第 73号〔2024年 3月定例会〕3 2ふじみ野市議会だより第 73 号〔R6.5.1 発行〕ふじみ野市議会だより第 73 号〔R6.5.1 発行〕

本会議での質疑をまとめています。本会議での質疑をまとめています。

総 括 質 疑


